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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 11,302 △0.4 556 △40.8 566 △43.7 286 △54.1

22年3月期第2四半期 11,342 9.5 939 77.3 1,005 71.5 625 89.2

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 20.41 ―

22年3月期第2四半期 44.50 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 21,309 17,378 81.6 1,236.81
22年3月期 21,971 17,407 79.2 1,238.88

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  17,378百万円 22年3月期  17,407百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 10.00 ― 12.00 22.00

23年3月期 ― 10.00

23年3月期 
（予想）

― 12.00 22.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 21,680 △0.9 1,045 △38.7 1,080 △40.6 535 △51.9 38.08



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】４ページ「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q  14,056,198株 22年3月期  14,056,198株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  5,298株 22年3月期  5,259株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q  14,050,911株 22年3月期2Q  14,051,096株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日）におけるわが国経済は、エコ商品

助成政策など政府の経済対策の効果や堅調な中国経済の影響などにより、一部には緩やかに景気回復の兆しがうか

がえるものの、急激な円高進行や長引く消費低迷が収益の重荷になり、先行きの不透明感がぬぐえない状況にある

といえます。 

 食品業界におきましても、厳しい雇用・所得環境の影響により、国内消費は伸び悩み、生活防衛意識からの低価

格志向による価格競争が一段と激しくなるなど、厳しい収益環境が続いております。 

 このような環境下、当社グループは当連結会計年度よりスタートした３カ年中期経営計画『チャレンジ＆グロー

ス』を推進し、機能食品の強化、海外市場の積極展開、国内市場の安定確保に取り組みました。 

 当第２四半期連結累計期間におきまして、調味料は技術力を背景に、抗酸化力をはじめとした調味機能を提案・

推進するとともに、当社ブランド製品の拡販に注力しました。機能性素材は引き続きアンセリンやＮ－アセチルグ

ルコサミンなどの素材ＰＲを推進し、各素材の認知度向上による市場拡大に努めました。さらには、海外子会社の

上海事務所の設立準備に入るなど、中国を中心とした海外展開の強化を推し進めるとともに、子会社ＵＭＩウェル

ネス㈱から新たな健康食品「ブルーベリー」を発売して売上拡大を図りました。 

 以上の結果、前半は堅調な業績を上げることができましたが、後半は今夏の猛暑により消費が低迷し、受注が全

般的に落ち込むとともに、機能食品において、一部取引先の在庫調整の影響を大きく受け、さらに消費者の低価格

志向と競争激化による機能性素材の販売不振も加わり、水産物の売上増加を打ち消す結果となり、売上・利益面と

もに苦戦を強いられる状況でありました。 

 その結果、売上高は113億２百万円（前年同期比40百万円、0.4％減）、利益面においては機能食品の売上減少お

よび広告宣伝費の増加に加え、今期新設した連続真空乾燥機２号機の償却負担増加などにより営業利益５億56百万

円（同３億83百万円、40.8％減）、経常利益５億66百万円（同４億39百万円、43.7％減）となりました。四半期純

利益につきましては、第１四半期に退職給付制度の改定に伴う特別損失を計上したため２億86百万円（同３億38百

万円、54.1％減）となりました。  

 セグメント別の業績は以下のとおりであります。     

（調味料） 

 調味料は、国内消費の伸び悩みから需要は頭打ちの状況の中にあります。液体調味料は需要の低下が底を打ちつ

つあるものの、粉体調味料は不採算製品の整理で売上は減少しました。 

 この結果、調味料の売上高は38億95百万円、セグメント利益は３億58百万円となりました。 

（機能食品） 

 機能食品は、連続真空乾燥機を使った粉末製品が、期の後半に一部取引先の在庫調整の影響を大きく受け、減収

減益の主な要因となりました。さらに機能性素材は、消費者の低価格志向による販売不振、競争激化による単価の

下落などで売上・利益面ともに減少しました。医療栄養食（レトルト）分野は、前期、一部取引先の内製化による

影響がありましたが、今期においては売上は堅調に推移いたしました。 

 この結果、機能食品の売上高は43億87百万円、セグメント利益は５億８百万円となりました。 

（水産物） 

 水産物は、利益率の低い問屋部門の仲介買付が増加したため売上高に大きく寄与しましたが、利益には結びつき

ませんでした。 

 この結果、水産物の売上高は20億89百万円、セグメント利益は59百万円となりました。 

（その他） 

 その他は、各種ワサビ類他香辛料の製造販売、その他商品の販売ですが、価格競争が激しく、売上高は９億29百

万円、セグメント利益は41百万円にとどまりました。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



（２）連結財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債及び純資産の状況  

当第２四半期連結会計年度末の総資産は、前連結会計年度末に比べ６億62百万円減少し213億９百万円となりま

した。 

主な要因として、資産につきましては、現金及び預金が８億18百万円、株価下落により投資有価証券が２億11

百万円減少しましたが、たな卸資産が４億46百万円増加したことなどによるものであります。 

負債につきましては、固定負債が14百万円増加したものの、流動負債が６億47百万円減少したため、６億33百

万円減少しました。 

純資産につきましては、四半期純利益の計上により利益剰余金が１億18百万円増加したものの、その他有価証

券評価差額金が１億27百万円減少したため、純資産合計は29百万円減少いたしました。 

② キャッシュフローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は22億54百万円とな

り、前連結会計年度末比６億93百万円減少しました。 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

     当連結累計期間における営業活動の結果、増加した資金は31百万円となりました。 

 この内訳の主なものは、税金等調整前四半期純利益４億68百万円、減価償却費３億78百万円、売上債権の減少

１億18百万円などの増加要因に対し、法人税等の支払額４億82百万円、たな卸資産の増加４億47百万円、仕入債

務の減少１億14百万円などの減少要因によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当連結累計期間における投資活動の結果、減少した資金は３億72百万円となりました。 

 この内訳の主なものは、有形固定資産の取得による支出４億83百万円などによるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当連結累計期間における財務活動の結果、減少した資金は３億39百万円となりました。 

 この内訳の主なものは、長期借入金の返済額１億87百万円、配当金の支払額１億69百万円などによるものであ

ります。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当社の事業を取り巻く環境は依然として厳しく、下期につきましても上期同様、厳しい経営環境が予想されるこ

とから、平成23年３月期通期連結の業績予想につきましては、下記のとおり平成22年10月29日付の「業績予想の修

正に関するお知らせ」で修正を行っております。 

 平成23年３月期通期連結業績予想数値の修正（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益 

   百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ）   23,000  1,830  1,950  1,155  82.20

今回発表予想（Ｂ）  21,680  1,045  1,080  535  38.08

増減額（Ｂ－Ａ）  △1,320  △785  △870  △620  －

増減率（％）  △5.7  △42.9  △44.6  △53.7  －



（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む、連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状

況に著しい変化がないと認められる場合に、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プラン

ニングを利用する方法により算定しております。 

なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。 

これによる当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響はありませ

ん。  

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,067,359 3,886,287

受取手形及び売掛金 4,355,948 4,475,224

有価証券 176,904 201,208

商品及び製品 1,494,862 1,369,605

原材料及び貯蔵品 1,929,708 1,608,633

繰延税金資産 124,395 141,721

その他 111,461 102,321

貸倒引当金 △8,600 △10,600

流動資産合計 11,252,040 11,774,402

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,772,933 2,646,217

機械装置及び運搬具（純額） 1,657,740 1,407,024

土地 2,389,732 2,389,732

リース資産（純額） 50,528 51,243

建設仮勘定 30,409 626,007

その他（純額） 96,551 94,447

有形固定資産合計 6,997,896 7,214,672

無形固定資産 249,094 48,701

投資その他の資産   

投資有価証券 1,919,031 2,130,954

繰延税金資産 522,305 434,698

その他 403,546 394,093

貸倒引当金 △34,885 △26,325

投資その他の資産合計 2,809,998 2,933,420

固定資産合計 10,056,989 10,196,794

資産合計 21,309,029 21,971,196



（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,036,977 2,152,586

短期借入金 70,319 47,115

1年内返済予定の長期借入金 140,000 257,500

リース債務 12,427 9,708

未払法人税等 178,453 503,350

未払消費税等 11,549 79,278

賞与引当金 225,213 145,582

役員賞与引当金 23,700 －

その他 457,718 608,276

流動負債合計 3,156,359 3,803,397

固定負債   

長期借入金 140,000 210,000

リース債務 49,032 43,291

繰延税金負債 22,965 23,213

退職給付引当金 412,632 333,681

長期未払金 139,296 139,731

その他 10,465 10,465

固定負債合計 774,392 760,383

負債合計 3,930,752 4,563,781

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,617,642 3,617,642

資本剰余金 3,414,133 3,414,133

利益剰余金 10,633,000 10,514,848

自己株式 △5,878 △5,836

株主資本合計 17,658,898 17,540,788

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △258,335 △130,815

為替換算調整勘定 △22,285 △2,557

評価・換算差額等合計 △280,620 △133,373

純資産合計 17,378,277 17,407,415

負債純資産合計 21,309,029 21,971,196



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 11,342,876 11,302,635

売上原価 8,728,292 8,841,120

売上総利益 2,614,583 2,461,515

販売費及び一般管理費 1,675,204 1,905,456

営業利益 939,378 556,058

営業外収益   

受取利息 5,126 2,701

受取配当金 33,958 25,745

受取賃貸料 9,017 9,187

その他 34,987 18,533

営業外収益合計 83,089 56,167

営業外費用   

支払利息 6,230 537

匿名組合投資損失 － 24,337

為替差損 2,599 11,536

たな卸資産廃棄損 4,112 1,217

開業費償却 3,551 －

その他 702 8,403

営業外費用合計 17,195 46,031

経常利益 1,005,273 566,194

特別利益   

固定資産売却益 171 －

特別利益合計 171 －

特別損失   

固定資産除却損 3,502 12,577

退職給付制度改定損 － 85,049

災害による損失 6,355 －

その他 31 －

特別損失合計 9,888 97,626

税金等調整前四半期純利益 995,555 468,567

法人税等 370,254 181,804

少数株主損益調整前四半期純利益 － 286,763

四半期純利益 625,301 286,763



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 995,555 468,567

減価償却費 325,970 378,629

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,844 78,950

貸倒引当金の増減額（△は減少） 19,045 6,560

賞与引当金の増減額（△は減少） 68,804 79,630

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 23,700 23,700

受取利息及び受取配当金 △39,085 △28,446

支払利息 6,230 537

為替差損益（△は益） 96 10,376

有形固定資産除却損 3,502 12,577

匿名組合投資損益（△は益） － 24,337

売上債権の増減額（△は増加） △961,193 118,629

たな卸資産の増減額（△は増加） 123,070 △447,738

その他の流動資産の増減額（△は増加） 45,050 △9,734

その他の固定資産の増減額（△は増加） △8,677 △10,056

仕入債務の増減額（△は減少） 517,099 △114,874

未払消費税等の増減額（△は減少） 57,902 △73,412

長期未払金の増減額（△は減少） △4,800 △435

その他の流動負債の増減額（△は減少） △13,784 △29,972

その他 22,787 △1,446

小計 1,184,118 486,378

利息及び配当金の受取額 39,085 28,446

利息の支払額 △6,451 △656

法人税等の支払額 △262,467 △482,527

営業活動によるキャッシュ・フロー 954,284 31,642

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △755,378 △1,022,358

定期預金の払戻による収入 962,845 1,147,378

有価証券の取得による支出 △38 △33

有形固定資産の取得による支出 △198,425 △483,611

無形固定資産の取得による支出 △790 △11,673

投資有価証券の取得による支出 △2,573 △2,526

その他 661 120

投資活動によるキャッシュ・フロー 6,301 △372,705

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △122,126 22,263

長期借入金の返済による支出 △165,500 △187,500

自己株式の取得による支出 △49 △42

配当金の支払額 △194,825 △169,562

リース債務の返済による支出 △2,875 △4,890

財務活動によるキャッシュ・フロー △485,377 △339,732

現金及び現金同等物に係る換算差額 7,638 △13,113

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 482,846 △693,908

現金及び現金同等物の期首残高 2,017,981 2,948,709

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,500,828 2,254,800



 該当事項はありません。  

〔事業の種類別セグメント情報〕  

 前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

（注）１．事業区分の方法 

 当連結グループの事業区分の方法は、製品・商品の種類、性質等の類似性を考慮のうえ、食品メーカ

ーに対する業務用の各種調味料の部門、キチン・キトサンなど海洋機能性素材、またそれらを原料とし

た製品群及び、医療栄養食を主体とする機能食品部門、冷凍マグロ、カツオ加工、倉庫業を中心とする

水産物事業部門、業務用・家庭用のワサビ類を中心とする香辛料や個包装食品などのその他の部門とに

区分しております。 

２．各事業区分の主要製品 

〔所在地別セグメント情報〕  

 前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

〔海外売上高〕  

 前第２四半期累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
調味料事業 

（千円） 

機能食品事業

（千円） 

水産物事業 

（千円） 

その他の事業

（千円） 

計 

（千円） 

消去又は全社 

（千円） 

連結 

（千円） 

売上高               

(1）外部顧客に対する売

上高 
 5,894,140 3,469,933 1,474,979 503,821  11,342,876 － 11,342,876

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 55,080 863 7,894 22,766  86,604  (86,604) －

計  5,949,221 3,470,796 1,482,874 526,588  11,429,480  (86,604) 11,342,876

営業利益又は営業損失(△)  913,112 369,992 83,386 △18,717  1,347,772  (408,394) 939,378

事業区分 主要製品 

調味料事業 
各種エキス、各種オイル、各種スープ、各種粉末調味料、風味調味料、各種

具・惣菜、各種低塩調味しょうゆ・しお 

機能食品事業 各種海洋機能性素材、各種オリゴ糖類、キチン・キトサン類、医療栄養食 

水産物事業 冷凍マグロ、カツオ加工、魚問屋、倉庫業 

その他の事業 各種ワサビ類、各種辛子類、各種香辛料、各種個包装食品、各種受託加工類 

  
日本 

（千円） 

中国 

（千円） 

計 

（千円） 

消去又は全社 

（千円） 

連結 

（千円） 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高  11,312,268  30,607  11,342,876 －  11,342,876

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 32,273  111,886  144,159  (144,159) － 

計  11,344,542  142,493  11,487,035  (144,159)  11,342,876

営業利益又は営業損失（△）  1,358,035  △10,262  1,347,772  (408,394)  939,378



〔セグメント情報〕 

1．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります  

 当社は、本部に製造・営業・経営統括本部を置き、各本部は取り扱う製品・サービスについて国内及び海外

の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

 従って当社は、各本部を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、「調味料」、「機

能食品」、「水産物」の３つを報告セグメントとしております。 

 「調味料」は、各種エキス、各種オイル、各種スープ、各種粉末調味料、風味調味料、各種低塩調味料など

を生産しております。 

 「機能食品」は、各種海洋性機能性素材、キチン・キトサン・オリゴ糖類、医療栄養食などを生産しており

ます。 

 「水産物」は、冷凍マグロ、カツオ加工、水産物問屋業、倉庫業などを行っております。 

 なお、第１四半期連結会計期間より、従来の事業の種類別セグメントの応用製品の範囲が拡大し、各事業間

の区分が混然としてきたため、報告セグメントの主旨に則し、調味料、機能食品、水産物及び、その他に使用

目的の実態を合わせ、用途別に区分しております。 

 従来の事業の種類別セグメント分類及び報告セグメントの区分は以下のとおりであります。  

   （事業の種類別セグメント） 

   （報告セグメント） 

調味料事業 
各種エキス、各種オイル、各種スープ、各種粉末調味料、風味調味料、各種具材・

惣菜、各種低塩調味しょうゆ・しお 

機能食品事業 各種海洋機能性素材、各種オリゴ糖類、キチン・キトサン類、医療栄養食 

水産物事業 冷凍マグロ、カツオ加工、魚問屋、倉庫業 

その他の事業 各種ワサビ類、各種辛子類、各種香辛料、各種個包装食品、各種受託加工類 

調味料 
各種エキス、各種オイル、各種スープ、各種粉末調味料、風味調味料、各種具材・

惣菜、各種低塩調味料、調味料類受託加工 

機能食品 
各種海洋機能性素材、キチン・キトサン・オリゴ糖類、医療栄養食を含む各種機能

食品、各種機能食品受託加工 

水産物 冷凍マグロ・カツオ加工、水産物問屋業、倉庫業 

その他 各種ワサビ類他香辛料、その他商品 



２．報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報  

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

（単位：千円）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、各種ワサビ類他香辛料、その他

商品であります。 

２．セグメント利益の調整額412,501千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用412,501千円が含ま

れております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社本社の総務、経理部門等管理部門に係る

経費であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。 

 該当事項はありません。 

  

  報告セグメント
その他

（注）１ 
合計

調整額 
（注）２ 

四半期連結損益

計算書計上額 
（注）３   調味料 機能食品 水産物 計

売上高                 

(1）外部顧客への売上

高 
3,895,713  4,387,028 2,089,939 10,372,680 929,954  11,302,635  － 11,302,635

(2）セグメント間の内

部売上高または振

替高 

7,900  5,775 7,562 21,238 79,162  100,400  (100,400)  －

計 3,903,613  4,392,803 2,097,502 10,393,918 1,009,116  11,403,035  (100,400) 11,302,635

セグメント利益 358,779  508,822 59,841 927,443 41,116  968,560  (412,501) 556,058

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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